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当
町
は
「
２
０
６
０
年

町
人
口
６
８
０
０
人
」
を
目

標
と
し
た
総
合
戦
略
を
策
定

し
て
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
中
、
人
口
増
に
向
け
て

の
重
点
的
な
施
策
を
問
う
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、
ま
ず

移
住
定
住
促
進
事
業
と
し
て

は
、
空
き
家
改
修
の
補
助
金

な
ど
移
住
者
の
増
加
と
定
住

促
進
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
。

　
結
婚
か
ら
子
育
て
支
援
と

し
て
は
、
出
会
い
の
場
創
出

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
。
結
婚
夫

婦
へ
の
新
生
活
費
や
不
妊
治

療
費
の
補
助
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
既
存
の
施
策

や
事
業
の
見
直
し
を
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
施
策
も
検

討
し
な
が
ら
目
標
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
現
状
、
２
０
６
０
年
の

目
標
に
向
け
て
の
ラ
イ
ン
を

下
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　　
当
初
の
目
標
か
ら
す
る
と

随
分
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
。

　
現
在
の
総
合
戦
略
が
令
和

６
年
度
ま
で
を
目
標
に
し
て

お
り
、
７
年
度
見
直
し
と

な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
総
合
戦
略
の
中
で

は
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
政

策
を
組
み
上
げ
て
い
る
の
で
、

そ
の
状
況
を
可
能
な
限
り
修

正
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
年
の
元
日
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
改
め
て

震
災
の
怖
さ
と
事
前
の
備
え

の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
震
災
関
連

の
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
当

町
の
震
災
対
策
に
つ
い
て
、

考
え
方
を
問
う
。

　
ま
ず
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
改
修
状
況
は
、
令
和
４
年

度
末
現
在
で
１
０
７
９
件
の

補
助
実
績
が
あ
る
。

　
当
町
の
耐
震
化
率
と
し
て

は
、
令
和
５
年
度
当
初
の
家

屋
課
税
台
帳
に
あ
る
住
宅
、

７
４
４
６
戸
を
分
母
に
、
分

子
を
耐
震
改
修
済
み
の
１
０

７
９
件
と
新
耐
震
基
準
の
住

宅
３
１
２
７
戸
の
計
４
２
０

６
戸
と
し
た
約
56
・
５
％
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
耐
震

基
準
の
住
宅
４
３
１
９
戸
を

分
母
と
し
た
進
捗
状
況
は

25
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
、
今
年
度
改
修

工
事
が
完
了
予
定
の
90
件
を

加
え
る
と
、
町
の
耐
震
化
率

で
は
約
58
％
。
後
者
で
は
約

27
％
と
な
る
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
木
造

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

　
　
高
台
へ
の
住
宅
地
確
保

に
つ
い
て
、
県
の
公
園
指
定

が
外
れ
た
箇
所
に
は
津
波
浸

水
予
想
区
域
外
の
高
台
も
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
宅
地
化

へ
の
適
地
は
あ
る
か
。

　
公
園
区
域
外
と
な
っ
た
箇

所
で
、
宅
地
化
が
望
め
る
よ

う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
他

の
候
補
地
と
同
様
に
全
町
的

な
在
り
方
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
　

　
い
ず
れ
に
し
て
も
短
期
で

進
め
て
い
け
る
も
の
で
は
な

く
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人口減問題

目標達成に どう取り組む

総合戦略の見直しと修正で

消防団員

定
数
確
保
と
報
酬
見
直
し
を

確
保
対
策
を
講
じ
て
い
く

震災対策

木
造
住
宅
耐
震
化
の
現
況
は

耐
震
化
率 

今
年
度
末
で
58
％

　
　
黒
潮
町
消
防
団
拳
ノ
川

分
団
の
屯
所
は
、
昭
和
56
年

に
建
築
し
、
43
年
を
経
て
建

物
の
老
朽
化
と
耐
震
に
問
題

が
あ
る
。
又
、
備
蓄
品
を
保

管
す
る
施
設
も
な
く
、
こ
の

対
策
も
急
を
要
す
る
。
　

　
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

大
方
地
域
の
浸
水
想
定
区
域

を
優
先
し
た
事
や
、
集
会
所

と
の
合
築
案
が
ら
み
で
、
後

回
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
消
防
委
員
会
要
望
対
応

結
果
に
基
づ
き
、
後
回
し
に

せ
ず
令
和
７
年
度
に
予
定
通

り
着
手
で
き
る
か
。

　
浸
水
区
域
内
の
消
防
屯
所

建
替
は
、
対
象
消
防
団
と
の

協
議
に
よ
り
、
建
築
場
所
が

決
ま
っ
た
屯
所
か
ら
順
次
建

替
を
進
め
て
い
る
。

　
拳
ノ
川
分
団
屯
所
は
、
単

独
で
建
築
す
る
案
で
地
元
消

防
団
や
区
長
と
協
議
を
行
い
、

令
和
６
年
度
に
建
築
場
所
を

確
定
し
た
後
、
財
政
等
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
令
和
７

年
度
以
降
の
着
手
を
目
指
し

て
い
く
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、

通
常
の
火
災
、
台
風
、
豪
雨

等
に
対
し
て
、
消
防
団
の
存

在
は
身
近
で
大
切
な
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
現
状
は
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
、
地
域
の
連

携
が
希
薄
に
な
り
、
団
の
定

数
に
対
す
る
実
員
が
減
少
し

て
い
る
。

　
団
員
の
確
保
と
使
命
感
を

持
っ
て
活
動
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
出
動
報
酬
の
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
町
消
防
団
は
、
定
数
２
９

０
名
に
対
し
、
現
状
の
実
員

は
２
６
２
名
で
年
々
減
少
し

て
い
る
。

　
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
消
防

庁
が
定
め
る
標
準
額
を
基
に
、

年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
の
見

直
し
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
機
能

別
団
員
制
度
を
導
入
し
、
団

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

団
員
確
保
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

消防分団屯所

老朽屯所 速やかな建替えを

令和7年度以降の着手を目指す

黒潮町消防団拳ノ川分団屯所（令和 6年 2月１2日）

山本 牧夫 議員
やま もと  まき  お

消
防
車
点
検
と
放
水
訓
練
を

行
う
佐
賀
分
団

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

松
本 

町
長

村
越 

情
報
防
災
課
長

村
越 

情
報
防
災
課
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

村
越 

情
報
防
災
課
長

德
廣 

ま
ち
づ
く
り
課
長

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

西
側
に
設
置
の
津
波
避
難

タ
ワ
ー
。「
恋
人
の
聖
地
」

と
し
て
婚
活
で
も
活
躍
中

黒潮町木造住宅耐震化事業の流れ

①耐震診断
対　象：昭和 56年以前に建築の木造住宅
費　用：無料
概　要：登録診断士による診断を行う

②耐震設計
対　象：診断後、補強等が必要となったもの
費　用：最大３０万円
概　要：登録設計事務所にて設計を行う

③耐震工事
対　象：上記の耐震設計を終えたもの
補助額：最大１２５万円
概　要：登録工務店による工事を行う


